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建設工事全般の写真管理アプリ「AmiVoiceⓇ 写真 TORUZO」 

J-COMSIA の工事写真信憑性確認（改ざん検知機能）の認定を取得 

～工事写真の信頼性向上を実現し、国交省の電子納品基準に対応～ 

 

株式会社アドバンスト・メディア（本社：東京都豊島区、代表取締役会長兼社長：鈴木清幸 以下、

アドバンスト・メディア）は、建設現場における工事写真の撮影・管理業務を大幅に効率化する建設工

事全般の写真管理アプリ「AmiVoice 写真 TORUZO（トルゾー）」が、J-COMSIA（一般社団法人施工

管理ソフトウェア産業協会）の提供する、信憑性確認機能（改ざん検知機能）検定に合格した写真撮影

アプリケーションとして認定されたことをお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省の公共事業において、工事写真台帳などの成果物を電子納品する際に、撮影後の不正を検

知するため、信憑性確認機能（改ざん検知機能）を有するソフトウェアの使用が求められています。 

また、工事写真などの建設データのデジタル化を行うことで、写真管理に関わる業務プロセス全体の

効率化につながり、建設業界が抱える人手不足などの喫緊の課題に対応することができます。 

このような中、「AmiVoice 写真 TORUZO」に、J-COMSIA が提供する改ざん検知機能を実装するこ

とで、公共事業での活用も可能にし、建設現場の業務効率化と納品データの信頼性向上を同時に実現し

ました。 

 

J-COMSIA は、建設分野の施工管理に関わるソフトウェアを用いた業務の高度化、効率化を目指し、

これらに関わる調査、企画、要件定義、システム開発および保守ならびに情報の提供を行う一般社団法

人です。また、信憑性確認機能（改ざん検知機能）は、「電子政府における調達のために参照すべき暗



 

号のリスト（CRYPTREC 暗号リスト）」の電子政府推奨暗号リストに掲載されている技術です。J-

COMSIA では、「信憑性確認（改ざん検知）機能」が、ソフトウェアに正しく実装されているか検定し

ています。 

 

「AmiVoice 写真 TORUZO」は、画像認識・文字認識・音声認識を活用し、「配筋写真管理」「施工状

況管理写真」「材料受け入れ写真」「安全書類用写真」など、建設工事全般の写真の撮影や整理にかかる

時間を大幅に削減するアプリケーションです。今回の信憑性確認機能（改ざん検知機能）の実装によ

り、建設現場の業務効率化だけでなく、納品データの信頼性向上も実現しました。 

 

 アドバンスト・メディアでは、今後もお客様の業務効率化と信頼性向上に貢献するソリューションの

提供に努めてまいります。 

 

 

【「AmiVoice 写真 TORUZO」概要】 

画像認識・文字認識・音声認識を活用し、「配筋写真管理」「施工状況管理写真」「材料受け入れ写真」

「安全書類用写真」など、建設工事全般の写真の撮影や整理にかかる時間を大幅に削減するアプリケー

ションです。音声認識を用いた音声コマンド撮影機能や、現場での撮影漏れを防止する各種機能、写真

へのタグ付け・検索機能など、写真の撮影・整理に欠かせない機能を搭載し、直感的な操作で工事写真

台帳を作成することができます。 

製品サイト：https://amivoice-super.com/toruzo/ 

 

【J-COMSIA について】 

2020 年 12 月 21 日、建設分野の情報通信技術を推進する新たな産業団体として「一般社団法人施工管

理ソフトウェア産業協会（J-COMSIA）」を設立しました。一般社団法人施工管理ソフトウェア産業協会

（以下、「J-COMSIA」という。）は、国土交通省が提唱する建設 DX 、i-Construction や BIM/CIM 及

び内閣府が提唱する Society5.0 などの建設現場の生産性革命を施工管理ソフトウェアの側面より推進

する産業団体です。 

公式サイト：https://www.kensetsu-cloud.jp/genbaplus/ 

信憑性確認(改ざん検知機能)検定合格ソフトウェア一覧：

https://www.jcomsia.org/kokuban/software/ 

 
【会社概要】＜株式会社アドバンスト・メディア＞ 

 

代 表 者 : 代表取締役会長兼社長 鈴木 清幸 

本 社 : 東京都豊島区東池袋 3-1-1 サンシャイン 60 42F 

U R L : https://www.advanced-media.co.jp/  

設 立 : 1997 年 12 月 

資 本 金 : 69 億 3031 万円（18,392,724 株）（2024 年 3 月末現在） 

事 業 内 容 : ◆企業および企業内のユーザーや一般消費者へ AI 音声認識アミボイスをサービス利用

の形で提供する「サービス事業」 

◆AI 音声認識アミボイスを組み込んだアプリケーション商品をライセンス販売する「プ

ロダクト事業」 

◆AI 音声認識アミボイスを組み込んだ音声認識ソリューションの企画・設計・開発を行

う「ソリューション事業」 

https://amivoice-super.com/toruzo/
https://www.kensetsu-cloud.jp/genbaplus/
https://www.jcomsia.org/kokuban/software/
https://www.advanced-media.co.jp/


 

1997 年に設立。Interactive Systems, Inc.（米国）と日本語音声認識 AmiVoice を共同で開発し事業化。2005 年には、

音声認識専業の企業として初の東京証券取引所マザーズ市場（現：グロース市場）に上場し、音声認識事業で日本で初め

て通年ベースで黒字化を達成しています。 

「HCI（Human Communication Integration）の実現」をビジョンに掲げ、人が機械に自然に意思を伝えられる「ソフ

トコミュニケーションの時代」を拓くべく、音声認識ソフトウェア・クラウドサービス市場シェア No.1（出典：ecarlate

「音声認識市場動向 2024」）の音声認識 AmiVoice を主軸にした事業を展開。会議、医療、コールセンター、建設・不動

産、物流・製造などの領域特化型エンジンとして、幅広いシーンで活用されています。 

 

【本件のお問い合わせ】 

報道関係 お客様 

経営推進本部 広報チーム 

・E-mail：press@advanced-media.co.jp 

・TEL：03-5958-1307 

BDC 本部 

・E-mail：bdc-info@advanced-media.co.jp 
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